
 

 

 

 

いじめ０チャレンジ週間 
 

 

 丸山小学校の教育ビジョンで掲げる５つのプロジェクトのうちの１つ

「いじめ０チャレンジ」について、具体的な取組を紹介します。 

  

 

１ いじめ防止基本方針の策定 

 すべての子どもが安心して自分らしさを発揮し、認め合い、支え合

い、高め合い、温かい人間関係の中で自己実現し成長できるよう、「い

じめを生まない」「いじめを見逃さない」ために組織で取り組みます。

その指針となるのが「いじめ防止基本方針」です。いじめの定義や組

織的対応を記したマニュアルのようなもので、全職員で共通理解をし

て対応に臨んでいます。学校ホームページにも掲載していますので、

ご確認ください。7月中に今年度改訂された新潟市のいじめ防止基本方

針を基に、見直しを行う予定です。 

 

 

２ いじめアンケートの実施 

 年３回のいじめアンケートを通して、子どものヘルプサインを確実

にキャッチします。いじめアンケートでは、担任と子ども一人一人と

の教育相談を行ったり、アンケートの内容を管理職と共有し、さらな

る聞き取りや対応を組織で行ったりします。 

 6 月に行ったいじめアンケートでは、叩く・蹴るなどの暴力に関する

訴えはほとんどなく、「あだ名」や「からかい」等の言葉の暴力、「遊

びに入れてくれない」「無視」などの仲間外しの訴えが多くありまし

た。一昨日(6 月 30 日)の「いじめゼロ集会」では、これを受けて、全

校で「あだ名」や「からかい」等の言葉の暴力、「しね」「きもい」「う

ざい」等の汚い言葉をなくしていこうと、運営委員会代表児童が強く

全校児童に呼びかけました。 
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家庭数配付 ＊メールでも送信しています。 



 

３ 日常の観察と情報収集と共有 

 学級担任だけでなく、多くの職員の目で子どもたちを支援できるよ

う、学年単位での活動や交換授業、教科担任制授業などを行っていま

す。元気がない様子や困っている様子などが見られた場合は、放課後

の教務室での会話や職員集会の場で情報共有したり、支援について話

し合ったりします。 

 

４ 新潟市教育委員会と連携した対応 

 新潟市教育委員会作成の「生徒指導いじめ対応ガイドブック」や

「新潟市授業づくりサポート」、文部科学省作成の「いじめ重大事態に

関するガイドライン」に基づき、いじめの早期発見や未然防止、組織

対応、授業と生徒指導の一体化に取り組んでいます。また、いじめ事

案について教育委員会に報告し、具体的支援策についての指導を受け

ながら、連携した対応を行っています。 

 

 

５ いじめ未然防止に向けた教育プログラムを活用した授業推進 

 新潟市教育委員会が作成した「いじめ未然防止に向けた教育プログ

ラム」を活用した道徳授業や学級活動を積極的に推進しています。特

に子どもたちに理解して欲しいのが、いじめの構造です。見て見ぬふ

りをする人、面白がって見ている人も、間接的にいじめに加担してい

ることになります。授業を通じてその理解を浸透させていきます。４

月の学習参観では保護者の方に授業公開をし、家庭と連携した取組へ

の理解と協力を図りました。 

 

 

６ いじめゼロチャレンジ集会による全校児童への指導 

 ６月と１１月は、いじめや問題行動が増える月と言われています。

その時期を強調月間として、いじめをテーマにした全校集会を行い、

全校の意識を高める取組を行っています。６月 30 日(火)は、全学級で

話し合った「いじめゼロ宣言」を代表児童が発表したり、運営委員

長・副委員長から全校児童へ向けての呼びかけを行ったりしました。

本便りに各学級の宣言と、委員長・副委員長の言葉を掲載しました。 

 

 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



運営委員長・副委員長からの呼びかけ全文 
 

私たちの目標は、「いじめが絶対にない学校」を作ることです。いじめとは、叩いたりすること

だけではありません。「相手が嫌だなと思うことをすること」。それが「いじめ」です。 

 

まず、皆さんに強く約束してほしいことがあります。それは「あだ名」についてです。友達

を、本当の名前とは違う別の呼び方で呼ぶことは、「この人はこういう人だ」という決めつけ

や、差別につながります。 

 

はっきり言います。これはいじめです。だからこそ、あだ名は「相手の許可をもらってから」

使ってください。相手が嫌がっているのにあだ名で呼ぶことは、今日から絶対にやめましょ

う。 

 

そしてもう一つ。全校の皆さんに考えてもらいたいことがあります。皆さんは「しね」や「き

もい」「うざい」といった言葉に、慣れてしまっていませんか？ 

 

汚い言葉、人を傷つける言葉を、平気で使っている人がいること。これは、本当に悲しいこと

です。皆さん、自分がいつも、どんな言葉を使っているか。今、胸に手を当てて真剣に考えて

みてください。 

 

私たちは、「今ここから、絶対に人を傷つける言葉やあだ名を使わない」、そんな丸山小学校に

したいと強く思っています。 

 

自分が言われて嫌な言葉を相手にぶつけるのは、もう終わりにしましょう。つねに、自分の言

葉や行動が、相手にどういう思いを持たせてしまうのか、一人ひとりが考えてください。 

 

人を傷つける言葉を、この全校から完全になくしましょ

う！ 

 

私たち 6年生も、最高学年としてお手本になり、全力で

行動します。 

 

チクチクする言葉を捨てて、誰もが安心して過ごせる

「きれいな言葉があふれる丸山小」を、今、この瞬間か

ら、全校のみんなで一緒につくっていきましょう。 

 

 

 

今年度は創立 150 周年ということで、11 月 20 日(金)の記念式典の日の給食を「昔懐かしい

給食」献立にする企画を考えております。つきましては、保護者の皆様からご自分が小学生だ

った頃に食べていた給食で、復活させたい献立がありましたら、下の QR コードよりお知らせい

ただけたらと思います。 

アンケートの結果から、当日の献立を決め、子ども達と共に懐かしい

献立を味わいたいと思います。 

アンケートは 7月 10 日(金)までの締切りとさせていただきます。ご協

力よろしくお願いいたします。 


